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は
代
爷
：ベ

.§
も
の
は—

何
^
;:
«
_博

士

答

べ

¥
^
^
;
>

「

國

家
 

が
經
濟
生
活
；.の
中
心
ビ

爲
り
.:t
_'A
生
産
に
對
じ
' 

-
資

本
‘ 

の
述
用
に
對
C
て
：”
共
^
成
ゐ
統
_
を

加

へ

た

な

.ら 

ば <

 
生
it
過
剩
や
資
本
の
固
宛
がf
t恐
條
の
惹
起
令
れ 

る
弊
«
は
©
お
除
き
去
义
れ
る
も
の
ど
認
め
：
M

.W
-
aば

第

五
f
 

S

塞

：

i

f

な

,&

ぬ
匕
^

。(

.

3
七)

“
兹
技
國
家
が
經
濟
生
活
の
中
心 

V

な
U

生
產
及
び
資
本
办
運
用
に
對
じ
て
或
る
統
制 

を
加
ふ̂

謂
ふ
ぼ
果
し
で
如
#
故
る
程
度
の
事
を
意
味 

す
.る
ゃ
：
之̂

對
ず
る
解
答
ル
寧
み
之
を
第
ニ
第
3

兩 

篇
に
求
む
可
き
も.の
、
如
じ
。：
赇
士
が
單
純
な
る
產
業 

の
國
有
市
有̂

滿
思
せ
ぎ
备
事
は

111.

五
六
頁
以
下
の
數 

節
明
に
其
識
左
を
提
示
す;0
蓋
じ
殊
に
我
雜
の
事
實
に 

徵
し
で
單
純
な
る
國
有
私
*

0,

利
/1
V

S

し
て
弊
大
、なる 

:

は
、：
蚤
の
國
有
市
有
を
行
ふ
も
、
，
' 未
笟
產
業0

»
#
有 

(
&
d
a
i
i
?
k
i
o
2
2
)

持
®

れ
ざ
る
を̂

て
な
i
 (

三
六
六)

、 

然
ら
ば
.此
祉
會
化
を
衍
ふ.の
方
法
.は
如
何
^
博
士
は
之 

答
へ
て
、

「

其
內
の
.重
な
る
ぶ
の
ビ
し̂
は
第
ッ1

普
通 

選
擧b

侬
て.，

：

政
f

'A
K

於
を
擧
げt
n«
]

1

.體
の
も 

の
せ
す
各
右
をで
第
二
事
業
^
從
事
す
る
#

働
者
に
對 

し
^

はe

砘
精
祌
勞
働
者*

ぁ
私W

、

‘
岗
體
勞
働
者
で’ 

ぁ
る
ど
を
間
は
ず
、
總
：て
'1

ッ
の
_

體
を
a

織

せ

、 

此
團
體
代
於
て̂
產
業
を
餐
理
す
厶
權
利
釔
持
^

こ
迖
、 

婼
コ1

消
费
激
名
亦
進
ん
で
画
艘
を
.組

織
;1
,

て(

事
寒
の 

經
營
は
予
與
し
？
斯
ぐ
て
從
來
_

却
3:

れ
で
5

 

S
 

費
者
条
體Q

利
益
を
擁
議h

す
る
が
如
き
は
最
も
必
要

綈
H

P

1

菱


